
地理局地誌課職員一覧（明治5～23年ヵ）
名前 身分 在籍期間 掛

1 河田（新藤）羆 静岡県士族→東京府平民 M5～M10.12/～M23 調査掛
2 小島尚 東京府士族 M5～M10.12/M11～13
3 田中重遠 奈良→堺県貫属士族 M5～M10.12
4 塚本明毅 静岡県士族 M5～M18
5 江口親雄 鹿児島県平民 M5～M10.1 （製図掛）
6 荒木　鐸 福岡県貫属士族 M5ヵ～M10.12＊ （製図掛）
7 岩橋教章 （静岡） M6～M10.12＊
8 松下十太 滋賀県貫属士族→滋賀県士族 M6～M10.12 地誌課写字生
9 赤松範静 静岡県貫属士族→静岡県士族 M6～M10.12/M11～12ヵ （製図掛）
10 吉田　晋 静岡県士族 M6～M10.12/M11～12ヵ （製図掛）
11 西盛幸八 静岡県貫属士族（西盛與三郎父） M6ヵ～M10.1
12 内海　鉄 静岡県士族 M6～M10.12
13 土岐　恭 静岡県士族 M6～M10.12
14 望月　綱 静岡県貫属士族 M6～M10.1
15 榊　綽 静岡県貫属士族 M6～M10.1 （製図掛）
16 新見旗山 静岡県貫属士族→静岡県士族 M6～M10.1/M14～17 典籍掛
17 狩野玉信 岩手県士族 M6～M10.12
18 中村元起 筑摩県貫属士族（長野） M6～M10.1
19 藤倉信徳 東京府貫属士族 M6～M10.1 （製図掛）
20 高橋不二雄 東京府士族（栃木） M6～M9/M12ヵ～M19 製図掛
21 長坂　愛 静岡県貫属士族 M6～M10.1 （製図掛）
22 服部常純 静岡県貫属士族 M6～M10.1
23 葛野伴二 埼玉県平民 M7～M10.1/M14～16
24 松平次郎 静岡県士族 M7～M10.12/M14～19 地誌課写字生
25 市原正秀 埼玉県士族 M8～M9
26 豊原資清 神奈川県貫属士族 M9～M10.12
27 大林四郎三郎 神奈川県平民 M9
28 服部元彰 M13ヵ～M18 編纂課長
29 十河義方 M13～M23 製図掛
30 山田源三 M15～M16ヵ
31 村垣正容 東京府平民 M15～M18
32 河井庫太郎 茨城県士族 M15～M22 調査掛
33 田原秀毅 東京府士族 M16～M17ヵ
34 鵜飼弥太郎 静岡県士族 M17～M18ヵ
35 渡邉　中 長野県士族 M18～M23 調査掛
36 飯田滝三郎 M20～M21ヵ 調査掛
37 井上（秦）政治郎 愛媛県 M20～M23 調査掛
38 浅井　忠 本局二級写字生ヵ
39 浅野永好
40 会田敬事 茨城県士族
41 井上銈吉 典籍掛
42 伊藤松太郎 地誌課写字生
43 宇野榮吉 本局二級写字生
44 小川省吾 簿書掛
45 恩田啓吾 茨城県士族 地誌課写字生
46 狩野守節 東京府士族 製図掛
47 狩野昭信
48 桜木正直 長崎県士族
49 白石貞吉 調査掛
50 清水盛道
51 鈴木時敏 東京府平民 地誌課写字生
52 杉瀬永頼 本局二級写字生
53 鈴木利一郎 本局二級写字生ヵ
54 中島正厚
55 平尾豊之助 東京府士族 修辞掛
56 藤川銕郎 千葉県士族 地誌課写字生
57 松井　昇 兵庫県士族 地誌課写字生
58 水田永之助 東京府平民 地誌課写字生
59 三浦清俊 図籍課長
60 村田篤親 製図掛
61 守山好太郎 調査掛
62 安岡氏懿
63 山岡勝白 東京府士族
64 山上小八郎 東京府士族
65 弓削元直 愛知県士族 謄写掛
(1) 「内務省地理局文書」のうち「地理局地誌課職員録」（A-011）の記載および、佐藤侊「内務省地理局地誌課の事蹟」（『古地図研究』305，
1999年）による。
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(3)
(4)

(5)

おおまかな年代を示したもので、佐藤氏論文で「不確定」とされているものも入力した。
在籍期間が連続していないものは「＊」で示し、「/」は修史館停止から地理局地誌課設置の時期を示す。
「掛」欄は「地理局地誌課職員録」（A-011）で判断できるものを入力した。

掲載順は任命年月順および五十音順とした。
「身分」欄の「→」は同一人で名札が複数あり、記載が異なるものについて示したものであり、また佐藤氏論文によるものは（　）で示した。
「在籍期間」欄は佐藤氏論文によるものである。M10.1は正院修史局地誌掛停止、M10.12は修史館第３局乙科停止を示す。


